
令和元年度 児童アンケート結果集計表

① あなたは、学校でべんきょうしたり友だちと遊んだりすることが楽しいですか。

② あなたは、自分でべんきょうの仕方を工夫したり、よりよい生活になるように自分
で考えてくらしをつくることができましたか。

③ あなたは、べんきょうで友だちと考えを教え合ったり発表し合ったりするのが楽し
いと思いますか？

④ あなたは、よいと思うことや、みんなのためになると思うことを進んでやろうとし
ていると思いますか。

⑤ 先生は、勉強をわかりやすく教えてくれますか。

⑥ 学校や先生は、相談にのってくれたり、いじめをなくしたりすることなどにいっ
しょうけんめいに取り組んでいると思いますか。

⑦ あなたは、相手の気持ちを考えて行動することができていると思いますか。

⑧ あなたは、本を読むことが好きで、いろいろなしゅるいの本を進んでかりていると
思いますか。

⑨ あなたは、早ね、早おきをして、朝ご飯を食べる習慣やアウトメディアが身につい
ていると思いますか。

⑩ あなたは、登下校のときなど、地いきの方に進んであいさつをかわしていると思い
ますか？

⑪ ちいきの人といっしょに活動したり、ちいきのことを学んだりすることは楽しいで
すか。
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番号 質問項目

学校で勉強をしたり友達と遊んだりすることが楽しいという回答が９８パーセントと高い数値を示しています。学校で学習したり友達と関わったりすることで自分の成長を自覚できた
ことが楽しさにつながっていると考えられます。そう思わない子どもいることを念頭に置き、くらしも見とりながら教育活動を行っていきたいと思います。

勉強をわかりやすく教えてくれる、相談に乗ってくれたり、いじめをなくそうと一所懸命に取り組んでくれたりしている、の項目について95％以上の児童が回答しています。授業改善
や二者面談等の成果と考えられますが、まだ十分ではないと考えている児童もいることを真摯に受け止め、取り組んでいきたいと考えます。

昨年度との比較の中で最も大きく伸びたのは、「あなたはべんきょうで友だちと考えを教え合ったり発表し合ったりするのが楽しいと思いますか？」の項目でした。昨年度と比べると
10ポイント以上伸びました。授業改善の取り組みが、少しずつ現れてきているのかもしれません。

規則正しい生活やアウトメディアへの取組みについて昨年度に比べ大きく改善してきています。しかし、できていると回答している児童は70％程度と全体の中では大きく落ち込んでい
ます。特に学年が進むにつれて、できたと回答する割合が減る傾向にあります。今後も家庭と連携・協力しながら取組みを進めたいと考えます。

「あなたは、登下校のときなど、地域の方に進んであいさつをかわしていると思いますか？」に対してできたという回答の割合は昨年度に比べ１ポイント程度の増加でした。校内では
計画委員会が中心となりあいさつ運動を展開し、気持ちのよいあいさつができてきていると感じていますが、実践の場ではまだ表出していないと考えます。

昨年度大きく数値が下がったとお伝えした⑧の設問ですが、今年度は７ポイントの増加でした。高学年になるに従い、好きな本のジャンルは固定化されてくる傾向があるようです。今
後⑧の項目については内容を再検討していきたいと考えています。

82.0 

41.0 

52.9 

52.2 

81.6 

80.2 

46.3 

54.9 

34.3 

61.9 

65.6 

16.0 

48.0 

34.4 

37.6 

14.3 

14.8 

43.0 

27.5 

36.4 

23.0 

26.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



令和元年度 保護者アンケート結果集計表

① お子さんは楽しく学校に通っていますか。

② 先生は、勉強をわかりやすく教えていると思いますか。

③
学校や先生は、いじめをなくすことに、いっしょうけんめいに取り組んでい
ると思いますか。

④
子どもの学習や活動の様子が、おたよりなどを通してわかりやすく伝えられ
ていると思いますか。

⑤
授業参観や懇談会、面接や相談など、学校は行きやすい場になっていると思
いますか。

⑥ お子さんは、自分から勉強に取り組むようになってきたと思いますか。

⑦ お子さんは、周りのことを考えて生活するようになってきたと思いますか。

⑧
お子さんは、多少の困難があっても途中であきらめない粘り強さが出てきた
と思いますか。

⑨
お子さんは、善悪の判断や規範意識は、学年に応じて身に付いていると思い
ますか。

⑩ お子さんは家庭や地域であいさつをする習慣がついていますか。

⑪ お子さんのがんばりをできるだけ認めることに努めましたか。

⑫
お子さんの困り感を、お子さん自身で乗り越えたり、解決したりできるよう
に、見守ったり、励ましたりするように努めましたか。

⑬
お子さんと一緒に食事をとるようにしたり、時間を作って話を聞いたりする
ことに努めましたか。

⑭
生活リズムづくりやアウトメディアなどへの取り組み、健康な生活習慣をつ
くることに努めましたか。
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メディアについては学校でもより力を入れていきたいと思っています。特に今社会的問題となっているゲーム依存や動画視聴の長時間化、ＳＮＳにかかわる問題等を含め、保護者の皆様
への情報提供しながら、ご家庭と連携してよりよいくらしづくりを進めていきたいと思います。

⑧について他の項目と比較し低い数値になっています。また、昨年度と比較しても1.7ポイント低下しています。粘り強く努力する忍耐力がまだ十分育っていないというご指摘と捉えま
す。学習課題や子どもたち一人ひとりの自分の課題に向き合い、できるようになったことや努力したことを常に確認しながら教育活動をすすめていくことを、今後も大切にしていきたい
と考えています。

番号 質問項目

95％以上の保護者から、お子さんが楽しく学校に通っていると回答していただいています。ご家庭でのエネルギーの十分な充電と声がけ、また、一人一人の子どもを理解し、個に応じて
指導を積み重ねている成果ととらえたいと思います。

勉強をわかりやすく教えていると95％以上の保護者から回答していただいています。しかし、下学年では十分とは言えないという回答もいただいております。これからも一人一人の子ど
も理解を深め、学びの文脈を大切に学習していくことを基本とし、今後も研修を深め、よりよい授業づくりを行っていきたいと考えます。

⑥前回のアンケートで「あてはまらない」の回答が最も多かった項目です。今回は10ポイント以上「あてはまる」と回答した割合が上昇しています。自ら学ぼうという意欲を持ったり、
家庭での学習習慣を身につけることは大切なことと考えます。今後も授業の中で「考える」「わかる・できる」喜びを味わえるよう今後もがんばっていきたいと考えています。また、１
学期に配付した「家庭学習のすすめ」もご活用下さい。よろしくお願いします。

⑪～⑬について、保護者の方が、おうちでお子さんの頑張りをほめたり、困っているときに励ましてくださったり、時間をとって話を聞いてくださる保護者の方が多くいらっしゃいま
す。今年度１ポイント程度下がった項目ですが、昨年度大きく伸びた項目ですので、良い傾向を維持できていると捉えることができるのではないでしょうか。学校での安定したくらしづ
くりの土台は、家庭ですので、これからも、よろしくお願いいたします。
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